
  　

市政に対する
一 般 質 問

　今定例会では、14 人の議員が 12
月 2日、3日、4日に一般質問を行い
ました。質問の中から、主なものを質
問者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

芦 葉 弘 志 議 員  
◯ 自転車安全運転について
◯ 犬のフン害対策について
◯ 医療的ケア児について

宮 澤 大 地 議 員  
◯  凶悪化する「闇バイト」について
◯  適切なまちづくり・都市計画について

坂 本 達 夫 議 員
◯  中５丁目小公園（通称ワンワン公園）付近の水害について
◯ 幸手市庁舎整備構想（素案）について
◯  東中学校区の小学校３校と中学校 1校を一
体的にとらえた義務教育学校について

◯ 空き店舗の活性化について

本 田 謡 子 議 員
◯  幸手市敬老会について
◯  幸手市防災訓練について
◯  幸手市文化祭について
◯  市公式X（旧Twitter）などのSNSについて
◯  こどもの防災頭巾について
◯  副市長の不在について

小 林 英 雄 議 員
◯ 大規模プロジェクト 4大事業について
◯ ごみ処理について

藤 沼  貢 議 員
◯ 一般廃棄物処理施設の解体について
◯  ゆめファーム全農「施設園芸 トレーニング
センター」について

青 木  章 議 員
◯ ふるさと納税について
◯ 幸手駅自由通路等について

松 田 雅 代 議 員
◯ 市街化区域の住宅地に流入する雨水対策の強化について
◯ 市の中長期重点プロジェクト事業及び収支予測の公表について
◯ 地区市民センター「地域づくり支援業務」運用の現状と今後の強化策について

大 平 泰 二 議 員
◯ 学校給食の無償化について
◯ 学校統廃合について
◯ プール問題について
◯ 重点事業と財源について
◯ 市民要望について

四 本 奈 緒 美 議 員
◯ 帯状疱疹ワクチンの定期接種化について
◯ 幸手市の地域公共交通の今後について
◯ 婚姻届の書き方の記入例について

小 河 原 浩 和 議 員
◯ 新設される義務教育学校について
◯ 国際化における共生社会の実現について
◯ 吉田幼稚園跡地利用の進捗状況について

小 泉 圭 司 議 員
◯ カスタマーハラスメントに対する対応について
◯ 学校の統合準備について
◯ 学校に行かれない子供の家庭支援について

木 村 治 夫 議 員
◯ 幸手駅東口・西口環境整備について
◯ 歴史・伝統文化の継承と活用について

髙 野 優 一 議 員
◯ 防犯カメラ設置について
◯ 公契約について
◯  圏央道幸手 IC までの東さくら通り検討路線
について

◯ 給食費無償化について

11
月
29
日
（
本
会
議
）

　
・
開
会

　
・
会
期
の
決
定

　
・
報
告
事
項

　
・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説
明

12
月
２
日
･
３
日
･
４
日
（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

12
月
10
日
（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

12
月
11
日
（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

12
月
12
日
（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
月
13
日
（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

12
月
20
日
（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
・
閉
会

12 月定例会　会期日程12月定例会
傍　聴　者

29人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数
インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

10月
95件

11月
253件

12月
2,174件

の方が視聴されました。

議会ライブ配信・録画配信はコチラ

  議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会では日常生活にかかわる条例や事業の
予算などを審議し、決定しています。ぜひ、
傍聴にお出かけください。

市政に対する一般質問
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市政に対する一般質問

し
ま
う
。

　

被
害
を
出
さ
な
い
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
市
民
を
加
害
者
に
し
な
い
取

り
組
み
も
大
切
で
す
。

　

幸
手
市
全
体
、
ま
た
小
中
学
校
に

て
闇
バ
イ
ト
の
加
害
者
に
な
ら
な
い

取
り
組
み
は
し
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

　

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

啓
発
チ
ラ
シ
や
広
報
紙
等

へ
の
記
事
掲
載
に
よ
る
周
知
活
動
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
S
N
S

で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
市
で
お
こ

な
っ
て
い
る
、
犬
の
フ
ン
害
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。
幸
手
市
に
お
け
る
フ

ン
対
策
の
一
環
と
し
て
、
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
を
導
入
す
る
事
に
つ
い
て

市
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　

市
で
は
犬
の
飼
い
主
に
対

し
て
、
犬
の
登
録
時
な
ど

に
、
犬
の
フ
ン
を
放
置
し
な
い
よ
う

に
呼
び
掛
け
る
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
さ
っ
て
に

　

多
発
す
る
凶
悪
事
件
に

関
与
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
闇

バ
イ
ト
」
に
応
募
す
る
若
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

闇
バ
イ
ト
の
怖
い
点
は
、「
い
つ

の
間
に
か
犯
罪
の
加
害
者
に
な
っ
て

い
る
」
こ
と
で
す
。
高
額
報
酬
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
申
し
込
ん
で
い
た
と

思
っ
て
い
た
ら
、
犯
罪
の
共
犯
者
と

な
り
引
き
返
せ
な
い
状
態
に
な
っ
て

　

イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦

は
、
犬
の
フ
ン
害
を
な
く
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
、

放
置
さ
れ
た
フ
ン
の
周
り
に
黄
色
い

チ
ョ
ー
ク
で
円
を
描
い
て
発
見
日
時

を
書
き
込
む
こ
と
で
、
飼
い
主
に
フ

ン
の
自
主
的
な
回
収
を
促
し
て
い

る
。
安
く
簡
単
な
手
法
で
大
き
な
効

果
が
出
る
と
評
判
で
、
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
と
各
地
の
自
治
体

QQ

AA

凶
悪
化
す
る
「
闇
バ
イ
ト
」
に
つ
い
て

犬
の
フ
ン
害
対
策

へ
の
情
報
発
信
や
幸
手
警
察
署
と
街

頭
広
報
等
に
お
い
て
、
闇
バ
イ
ト
は

犯
罪
で
あ
る
こ
と
、
大
切
な
自
分
の

未
来
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
を

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
警
察
庁
の
作
成
し
た
「
闇

バ
イ
ト
事
例
集
」
や
埼
玉
県
警
察
の

作
成
し
た
「
闇
バ
イ
ト
加
担
防
止

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
な
ど
を
も
と
に
し

た
市
内
各
校
で
の
啓
発
・
非
行
防
止

教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

（
市
民
生
活
部
長
）

お
い
て
も
、
犬
の
フ
ン
を
放
置
し
な

い
よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
犬
の
フ
ン
の
放
置
で
困
っ

て
い
る
と
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、

希
望
す
る
方
に
啓
発
看
板
を
配
布
し

フ
ン
対
策
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
に
つ
い

て
は
、
先
進
事
例
を
研
究
し
導
入
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。 

 

（
市
民
生
活
部
長
）

 

芦
あし

葉
ば

弘
ひろ

志
し

議員 宮
みや

澤
ざわ

大
だい

地
ち

議員
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市政に対する一般質問

た
雨
水
も
こ
の
調
整
池
に
溜
め
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
い
つ
、
ど
う

い
う
理
由
で
そ
の
範
囲
を
拡
大
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の

面
積
は
、
当
初
の
何
ha
か
ら
何
ha
に

拡
大
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
度
に
実
施
し
た

中
５
丁
目
地
区
浸
水
対
策
調

査
設
計
に
お
い
て
、
当
該
調
整
池
は

当
初
開
発
区
域
２・
４
９
８
ha
の
区

域
の
雨
水
処
理
施
設
で
し
た
が
、
農

地
を
含
む
周
辺
の
１
７
・
７
７
２
ha

　

今
年
の
８
月
29
日
か
ら
30

日
ま
で
に
降
っ
た
大
雨
が
原

因
で
ワ
ン
ワ
ン
公
園
付
近
に
洪
水
が

発
生
し
た
。
こ
の
付
近
の
市
民
に

と
っ
て
洪
水
は
、
一
番
の
心
配
事
で

解
決
し
て
も
ら
い
た
い
課
題
で
あ

る
。
こ
こ
の
調
整
池
は
、
当
初
、
住

宅
地
域
内
に
降
っ
た
雨
水
の
調
整
池

で
あ
っ
た
と
い
う
。
後
に
、
そ
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
周
辺
の
田
に
降
っ

Q

A

の
区
域
の
雨
水
も
流
入
し
て
く
る
た

め
、
合
わ
せ
て
２
０
・
２
７
０
ha
の

区
域
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
口
径
３
０
０
㎜
の
排
水
ポ
ン
プ

２
基
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
水
害
対
策
と
し
て
実
施
し

て
き
た
大
中
落
や
中
落
の
浚
渫
に
よ

り
、
一
定
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
水

害
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

期
か
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。　

記
念
品
は
３
割
程
度
の

余
裕
を
持
た
せ
て
用
意
し

た
も
の
の
、
そ
の
受
取
り
の
み
を
希

望
さ
れ
る
方
が
予
想
を
大
幅
に
超
え

て
お
見
え
に
な
っ
た
と
の
事
情
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
不
足
が

生
じ
た
原
因
は
当
方
に
よ
る
見
込
み

に
甘
さ
が
あ
っ
た
こ
と
に
尽
き
よ
う

か
と
存
じ
ま
す
。
当
日
は
こ
の
よ
う

な
場
合
に
備
え
て
用
意
し
て
あ
っ
た

　

令
和
６
年
９
月
16
日
、
幸

手
市
敬
老
会
は
、
午
前
の
部

と
午
後
の
部
の
２
回
に
分
け
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
午
後
の
部
に

お
い
て
、
記
念
品
で
あ
る
紅
白
饅
頭

が
配
布
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
起

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ

の
原
因
と
市
で
の
対
応
を
伺
う
。

　

ま
た
、
今
後
数
年
75
歳
以
上
の
方

が
増
え
ま
す
。
今
後
の
見
直
し
の
時

Q

A

令
和
６
年
度
幸
手
市
敬
老
会
の
検
証
と
今
後
は

記
念
品
引
換
券
を
急
遽
、
配
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
敬
老
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
の
開
催
趣
旨
や
他
の
自
治
体

の
開
催
内
容
等
に
も
鑑
み
な
が
ら
、

継
続
的
な
検
討
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

（
健
康
福
祉
部
長
）

坂
さか

本
もと

達
たつ

夫
お

議員本
ほん

田
だ

謡
よう

子
こ

議員

中
５
丁
目
小
公
園(

ワ
ン
ワ
ン
公
園)

内
の
調
整
池
は
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市政に対する一般質問

な
期
限
が
、
約
２
年
後
に
迫
っ
て
い

る
と
聞
く
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
延
命

化
す
る
為
の
工
事
や
、
維
持
管
理
等

に
は
、
莫
大
な
費
用
が
掛
か
る
と
考

え
る
。
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、

自
前
で
処
理
す
る
だ
け
で

な
く
、
民
間
処
理
や
広
域
組
合
に
よ

る
処
理
を
行
う
方
法
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
今
の
処

　

市
の
可
燃
ご
み
の
処
理

は
杉
戸
町
へ
委
託
、
そ
の
他

の
ご
み
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
は
、

桜
泉
園
で
処
理
し
て
い
る
。
杉
戸
町

の
焼
却
施
設
、
当
市
の
粗
大
ご
み
処

理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
す
べ
て

が
、
稼
働
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経

ち
、
施
設
の
寿
命
を
大
幅
に
超
え
、

老
朽
化
は
深
刻
な
状
態
で
あ
る
。
ま

た
、
最
終
処
分
場
の
埋
め
立
て
可
能

Q

A

ご
み
処
理
施
設
の
著
し
い
老
朽
化
へ
の
対
応
策
は

理
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
処
理
方
法
を
選

択
し
、
変
更
す
る
た
め
に
は
、
長
期

的
な
視
野
に
た
っ
て
計
画
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

施
設
の
長
寿
命
化
に
よ
っ
て
今
後

の
ご
み
処
理
は
安
泰
で
あ
る
と
は
考

え
ず
、
ど
の
よ
う
な
ご
み
処
理
方
法

が
当
市
に
最
適
な
の
か
、
検
討
を
始

め
て
い
き
た
い
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

小
こ

林
ばやし

英
ひで

雄
お

議員

ン
プ
整
備
と
は
別
次
元
の
要
因
が
観

察
さ
れ
る
。
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

ま
た
、
来
年
度
よ
り
着
工
が
予
定

さ
れ
る
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
事
業
地

周
辺
の
雨
水
排
水
計
画
を
伺
う
。

　

近
年
に
お
い
て
は
雨
の
強

さ
や
降
り
方
が
変
化
し
て

き
て
い
る
。
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
は
、
浸
水
対
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
に
基
づ
く
ポ
ン
プ
増
設
の
ほ

か
、
水
路
、
準
用
河
川
の
浚
渫
、
水

路
改
修
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

大
雨
や
台
風
に
よ
る
道
路

や
住
宅
地
の
冠
水
・
浸
水

は
、
近
年
の
対
策
に
よ
る
成
果
を
一

定
評
価
す
る
が
、
な
お
、
市
民
の
生

活
・
住
宅
資
産
の
価
値
を
守
る
レ
ベ

ル
に
至
ら
な
い
地
域
も
残
さ
れ
て
お

り
、
早
急
な
対
応
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
特
に
、
市
街
化
調
整
区
域
か
ら

市
街
化
区
域
の
住
宅
地
に
越
水
・
流

入
す
る
雨
水
は
幹
線
水
路
や
排
水
ポ

Q

A

住
宅
地
に
流
入
す
る
雨
水
対
策
の
強
化
を

松
まつ

田
だ

雅
まさ

代
よ

議員

　

ま
た
、
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
事
業

地
周
辺
の
雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
全
農
に
お
い
て
事
業
用
地

内
の
水
田
を
掘
削
及
び
整
地
す
る
こ

と
で
、
現
況
を
上
回
る
雨
水
貯
留
容

量
を
確
保
す
る
な
ど
、
周
辺
の
道
路

や
農
地
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
対
策

の
実
施
に
努
め
る
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

（11） 〔市議会だよりさって〕No.113



市政に対する一般質問

手
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

婚
姻
届
の
書
き
方
の
「
婚

姻
後
の
夫
婦
の
氏
」
欄
に
つ

い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
、
記
入
例
に
「
夫
の
氏
」、「
妻
の

氏
」
の
両
方
を
記
載
す
る
よ
う
に
修

正
を
す
る
。 

（
市
民
生
活
部
長
）

　

幸
手
市
の
婚
姻
届
の
書
き

方
の
記
入
例
を
見
る
と
、
夫

側
へ
改
姓
す
る
例
し
か
記
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
「
姓
は
夫
側
に
改
姓

す
る
も
の
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

捉
え
か
ね
な
い
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
推
進
の
た
め
に
も
、
幸

手
市
の
婚
姻
届
の
書
き
方
の
記
入
例

を
改
善
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
幸

Q

A

幸
手
市
の
婚
姻
届
の
書
き
方
の
記
入
例
の
改
善
を

　

重
点
事
業
や
財
政
収
支
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
考
え
て
い
く
上
で

必
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

議
員
御
指
摘
の
事
業
の
み
で
も
、

多
額
の
財
源
が
必
要
と
な
り
、
財
政

収
支
の
見
通
し
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
と
予
想
す
る
。

　

な
お
、
資
金
計
画
等
に
つ
い
て
、

お
示
し
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
３
月
定
例
会
に
て
議
員
の
皆

様
に
お
示
し
す
る
方
向
で
調
整
中
で

あ
る
。 
（
総
合
政
策
部
長
）

　

櫻
泉
園
ご
み
焼
却
場
の
施

設
解
体
工
事
（
02
年
に
稼
働

停
止
）、
中
央
産
業
団
地
の
拡
幅
、

消
防
署
の
庁
舎
建
設
（
令
和
11
年

度
）、
統
合
予
定
の
東
小
中
学
校
の

義
務
教
育
学
校
建
設
、
新
庁
舎
建
設

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
建
設
予
定
開
始
年
度
と
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
を
含
め
た
年
度
毎
の

予
算
規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

Q

A

重
点
事
業
と
財
源
に
つ
い
て

四
よつ

本
もと

奈
な

緒
お

美
み

議員大
おお

平
ひら

泰
たい

二
じ

議員
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市政に対する一般質問

幸
手
駅
東
西
自
由
通
路
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て

青
あお

木
き

　章
あきら

議員

な
い
か
。
更
に
は
、
自
由
通
路
北
側

壁
面
に
、
久
喜
新
道
踏
切
付
近
か
ら

見
え
る
よ
う
な
「
幸
手
駅
」
等
の
看

板
が
付
か
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

幸
手
駅
東
西
自
由
通
路
の

イ
ベン
ト
に
つい
て
は
、スペ
ー
ス

を
有
効
活
用
し
、
各
種
団
体
と
協
働

し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

幸
手
市
在
住
の
漫
画
家
「
玖
米
」

さ
ん
と
は
、
駅
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ

う
な
形
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
か
、
多
角
的
に
検

　

駅
東
西
自
由
通
路
で
、
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
特
に
「
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー

ペッ
ト
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベン
ト
」、「
駅

ピ
ア
ノ
」
等
が
好
評
で
し
た
。
今
後

も
街
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
補
助

金
を
出
し
て
で
も
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
幸
手
市
在
住

の
漫
画
家
「
玖く

米め

」
さ
ん
の
ア
ニ
メ
を

使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

Q

A

討
し
ま
す
。

　

自
由
通
路
北
側
壁
面
へ
の
看
板
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
方
法
や
安
全
性
、

費
用
な
ど
研
究
し
、
鉄
道
事
業
者
に

も
確
認
し
な
が
ら
、
設
置
の
可
能
性

を
検
討
し
ま
す
。 （
総
合
政
策
部
長
）

て
お
り
、
期
間
内
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
解
体
に
は

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
具

体
的
な
解
体
計
画
策
定
に
は
至
って
い

な
い
た
め
、
国
庫
補
助
金
・
地
方
債
な

ど
の
活
用
、
跡
地
利
用
や
将
来
的
な

ご
み
処
理
の
あ
り
方
等
、
総
合
的
な

調
査
・
研
究
を
令
和
７
年
度
よ
り
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
市
民
生
活
部
長
）

　

ご
み
処
理
施
設
が
現
状
の

ま
ま
で
は
危
険
と
思
わ
れ
る

が
、
解
体
計
画
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

ご
み
焼
却
施
設
の
解
体
計

画
に
つい
て
は
、
幸
手
市
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
、
令

和
10
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

第
１
期
中
の
解
体
・
撤
去
を
基
本
と
し

QA

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
解
体
に
つ
い
て

藤
ふじ

沼
ぬま

　貢
みつぐ

議員

画 : 玖米 ( クメ )
原作 : 鳴田るな ( ナルタルナ )
キャラクター原案 :鈴ノ助 (スズノスケ)
出版社：双葉社
レーベル：モンスターコミックスｆ
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市政に対する一般質問

あ
る
市
長
の
認
識
や
決
意
を
伺
う
。

　

残
さ
れ
た
３
つ
の
小
学
校
跡
地
を

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
、
検

討
状
況
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　

現
在
、
準
備
委
員
会
及
び

専
門
部
会
で
再
編
に
係
る
協

議
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
義
務
教

育
学
校
に
必
要
な
施
設
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
特
色
あ
る
教
育
課

程
・
教
育
活
動
が
実
践
さ
れ
る
よ
う

準
備
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
開
校
後
も
「
地
域
の
核
」

　

地
域
に
愛
さ
れ
絆
を
深
め

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
た
東
中

学
校
区
の
３
つ
の
小
学
校
が
、
東
中

学
校
を
改
築
し
９
カ
年
を
一
貫
し
た

義
務
教
育
学
校
と
し
て
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
市
民
の
み
な
ら
ず
近

隣
の
市
・
町
か
ら
も
通
っ
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
な
夢
や
希
望
の
持
て
る

教
育
環
境
の
施
設
整
備
を
設
置
者
で

Q

A

新
設
さ
れ
る
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

と
し
て
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
増

築
及
び
既
存
校
舎
の
改
修
に
必
要
な

財
源
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
関
連
計

画
や
市
民
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

他
市
町
村
の
事
例
も
参
考
に
事
業
を

進
め
て
い
く
。

 

（
教
育
部
長
・
総
合
政
策
部
長
）

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
財
政

状
況
は
厳
し
い
の
は
承
知
し
て
い
ま

す
が
、
未
来
の
幸
手
を
考
え
る
と
必

要
な
道
と
考
え
ま
す
が
幸
手
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　

検
討
路
線
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
当
初
（
平
成
９

年
）
は
、
人
口
増
加
に
伴
う
市
街
化

区
域
の
拡
大
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、
道
路

　

東
さ
く
ら
通
り
か
ら
圏

央
道
幸
手
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区

間
に
つ
い
て
将
来
の
都
市
像
に
向
け

検
討
を
さ
れ
15
年
以
上
経
っ
て
い
ま

す
。
幸
手
駅
か
ら
真
直
ぐ
に
道
が

で
き
る
こ
と
で
、
幸
手
Ｉ
Ｃ
を
中
心

に
工
業
、
商
業
、
観
光
の
発
展
に

結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。
幸
手
Ｉ

Ｃ
か
ら
羽
田
空
港
、
成
田
空
港
ま
で

約
１
時
間
で
あ
り
、
非
常
に
大
き

Q

A

東
さ
く
ら
通
り
延
伸
実
現
に
向
け
て

小
お

河
が

原
わら

浩
ひろ

和
かず

議員 髙
こう

野
の

優
ゆう

一
いち

議員

に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
少
な
か
ら
ず

変
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

引
続
き
、
検
討
路
線
と
い
う
位
置

づ
け
で
す
が
、
幸
手
駅
と
幸
手
Ｉ
Ｃ

を
結
ぶ
路
線
と
し
て
、
電
車
利
用
者

と
、
車
利
用
者
の
親
和
性
を
考
慮
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

 

（
建
設
経
済
部
長
）
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市政に対する一般質問

学
校
に
行
か
れ
な
い
子
供
の
家
庭
支
援

小
こ

泉
いずみ

圭
けい

司
じ

議員

　

市
で
は
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内

に
「
家
庭
児
童
相
談
室
」
を

設
置
し
、
児
童
福
祉
の
ご
相
談
に
幅

広
く
応
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
家
庭
の
状
況

等
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
利
用
可

能
な
制
度
の
ご
案
内
、
あ
る
い
は
継

続
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
経
済
的
な
面
で
は
、
子
ど

も
の
不
登
校
を
き
っ
か
け
に
し
て
生

活
が
困
窮
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
生
活

　

不
登
校
の
小
中
学
生
が

全
国
で
34
万
人
を
超
え
増

加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
行
か
れ
な
い
子
供
さ
ん
を

持
つ
ご
家
庭
に
対
し
て
、
親
が
仕
事

に
行
き
づ
ら
く
な
っ
た
時
の
サ
ポ
ー

ト
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
相
談
窓
口
は
ど
ち
ら
に
行
け
ば

よ
い
で
す
か
。

Q

A

困
窮
の
相
談
窓
口
で
あ
る
「
社
会
福

祉
協
議
会
」
の
ご
利
用
に
つ
な
げ
る

等
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

の
指
定
は
。（
３
）
市
民
要
望
書
の
取

り
扱
い
と
そ
の
後
の
対
応
は
。（
４
）

た
ば
こ
ポ
イ
捨
て
禁
止
等
、
ル
ー
ル
の

向
上
を
積
極
的
に
進
め
、
民
間
活
力

と
の
協
働
啓
発
活
動
を
強
力
に
展
開

す
る
考
え
、
ま
た
見
解
を
問
う
。

　

市
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
を
指
定

す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

な
い
。

　

今
後
、
駅
周
辺
に
お
け
る
人
出
の

増
加
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
状
況
な
ど

　

健
康
増
進
法
が
施
行
さ

れ
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
取
組
み
は
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー

ル
へ
と
変
わ
っ
た
。
地
方
公
共
団
体
の

責
務
に
つ
い
て
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

が
生
じ
な
い
よ
う
防
止
す
る
措
置
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
よ

う
努
め
る
。
と
あ
る
、（
１
）
駅
東
・

西
口
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
指
定

は
。（
２
）（
１
）
に
伴
う
禁
止
区
域

Q

A

駅
東
・
西
口
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
と
喫
煙
所
設
置
は

を
勘
案
し
、
規
制
の
必
要
性
が
高
く

な
る
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
改
め
て

検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
喫
煙
所
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
が
、
民
間
と
協

働
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
た
ば
こ

の
ポ
イ
捨
て
や
歩
き
た
ば
こ
な
ど
、
喫

煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
に
資
す
る
よ
う
先

進
事
例
等
の
研
究
を
し
て
い
く
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

木
き

村
むら

治
はる

夫
お

議員
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